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1.4  地形及び地質の状況 

1） 地形及び地質の状況 

調査区域における地形の状況は、図 4-1-18 に示すとおりです。事業実施区域は木曽三川によ

り形成された沖積平野である濃尾平野に含まれており、周辺には自然堤防、谷底平野・氾濫平

野が広範囲に広がっています。 

調査区域における表層地質の状況は、図 4-1-19 に示すとおりです。主に砂・泥及び礫を主と

する層で形成されています。 

 

 

2） 重要な地形及び地質の状況 

調査区域には、重要な地形及び地質は存在しません。 

なお、「日本の地形レッドデータブック第 1 集－危機にある地形－」（平成 12 年 12 月、小泉

武栄、青木賢人）に掲載された危機にある地形及び「日本の地形レッドデータブック第 2 集－

保存すべき地形－」（平成 12 年 3 月、小泉武栄、青木賢人）に掲載された保存すべき地形は存

在しません。 

 

 

3） 活断層の状況 

調査区域に位置する活断層は、表 4-1-30 及び図 4-1-19 に示すとおりです。 

一宮市中央部を南北方向に貫く「岐阜－一宮起震断層」が存在します。ただし、「活断層デー

タベース」（国立研究開発法人産業技術総合研究所ホームページ）によると、当該断層において

第四系（第四紀に形成された地層や岩石）を変位させる断層が確認されていないため、活断層

ではないと判断されています。 

 

表 4-1-30 断層の状況 

No 名称 概要 

1 岐阜－一宮起震断層 

岐阜県南西部から愛知県北西部にかけて、濃尾平野の中央部に位置

する北北西-南南東方向の活断層として推定されていたが、反射法

探査では第四系を変位させる断層が確認されず、活断層ではないと

判断されている。 

出典：活断層データベース（国立研究開発法人産業技術総合研究所ホームページ） 
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出典： 20万分の１土地分類基本調査(GIS データ) 地形分類図（国土交通省国土政策局ホームページ） 

 

 

図 4-1-18 地形分類図 
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出典： 20万分の１土地分類基本調査(GIS データ) 表層地質図（国土交通省国土政策局ホームページ） 

活断層データベース（国立研究開発法人産業技術総合研究所ホームページ） 

 

 

図 4-1-19 表層地質図 

 

 

岐阜-一宮起震断層 
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1.5  動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況 

1） 動物の生息の状況 

（1） 動物相の状況 

動物の生息状況の把握に用いた既存文献・資料は、表 4-1-31(1)～(2)に示すとおり

です。 

 

表 4-1-31(1) 動物の生息状況の把握に用いた文献・資料 

No 資料名 発行年 

（閲覧年月） 

発行元 

1 すぐれた自然図 昭和 51 年 環境庁 

2 第 2 回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 昭和 56 年 環境庁 

3 
第 2 回自然環境保全基礎調査  

動物分布調査報告書（鳥類） 
昭和 55 年 環境庁 

4 
第 3 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書 鳥類 
昭和 63 年 環境庁 

5 
第 3 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書（両生類・爬虫類） 
昭和 63 年 環境庁 

6 

第 3 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書（昆虫（トンボ、チョウ、

セミ及び甲虫、ガ）類） 

昭和 63 年 環境庁 

7 
第 3 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書（淡水魚類） 
昭和 63 年 環境庁 

8 
第 3 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書（陸産及び淡水産貝類） 
昭和 63 年 環境庁 

9 
第 4 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書（哺乳類） 
平成 5 年 3 月 環境庁自然保護局 

10 
第 4 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書(両生類･爬虫類) 
平成 5 年 3 月 環境庁自然保護局 

11 

第 4 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書（昆虫（トンボ、チョウ、

セミ及び甲虫、ガ）類） 

平成 5 年 3 月 環境庁自然保護局 

12 
第 4 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書（淡水魚類） 
平成 5 年 3 月 環境庁自然保護局 

13 
第 4 回自然環境保全基礎調査  

動植物分布調査報告書（陸産及び淡水産貝類） 
平成 5 年 3 月 環境庁自然保護局 

14 
第 5 回自然環境保全基礎調査 生物多様性調査

動物分布調査報告書（哺乳類） 
平成 14 年 3 月 

環境省自然環境局生

物多様性センター 

15 
第 5 回自然環境保全基礎調査 生物多様性調査

動物分布調査報告書（両生類・爬虫類） 
平成 13 年 10 月

環境省自然環境局生

物多様性センター 

16 

第 5 回自然環境保全基礎調査 生物多様性調査 

動物分布調査報告書（昆虫（トンボ、チョウ、セ

ミ・水生半翅、ガ、甲虫）類） 

平成 14 年 3 月 
環境省自然環境局生

物多様性センター 

17 
第 5 回自然環境保全基礎調査 生物多様性調査

動物分布調査報告書（淡水魚類） 
平成 14 年 3 月 

環境省自然環境局生

物多様性センター 

18 
第 5 回自然環境保全基礎調査 生物多様性調査

動物分布調査報告書（陸産及び淡水産貝類） 
平成 13 年 10 月

環境省自然環境局生

物多様性センター 

19 
第 6 回自然環境保全基礎調査 種の多様性調査

哺乳類分布調査報告書 
平成 16 年 3 月 

環境省自然環境局生

物多様性センター 

20 サイエンスミュージアムネット （令和元年 1月）国立科学博物館 HP 

21 レッドデータブックあいち 2020-動物編- 令和 2 年 3 月 愛知県環境局 
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表 4-1-31(2) 動物の生息状況の把握に用いた文献・資料 

No 資料名 発行年 

（閲覧年月） 

発行元 

22 愛知県史・別編・自然 平成 22 年 3 月 愛知県 

23 
稲沢市－動植物生息調査業務報告書－ 

（平成 23 年度～平成 27 年度） 
（平成 28 年 3 月）稲沢市 HP 

24 愛知県鳥類生息調査 令和元年 愛知県 

25 愛知県の昆虫（上） 平成 2 年 3 月 
愛知県昆虫分布研究

会 

26 愛知県の昆虫（下） 平成 3 年 3 月 
愛知県昆虫分布研究

会 

27 リフレッシュ濃尾用水 平成 18 年 
農林水産省東海農政

局 

28 平成 24 年度水生生物調査の結果について （平成 25 年 3 月）愛知県 HP 

29 

岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物

編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物

編）改訂版− 

（平成 22 年 8 月）岐阜県 HP 

30 第 4 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 平成 7 年 環境庁 

31 一宮の文化財(文化財ガイドマップ) 平成 20 年 3 月 一宮市教育委員会 

32 稲沢の文化財 （令和元年 1 月） 稲沢市 HP 

33 各務原市の文化財 平成 27 年 3 月 各務原市教育委員会 

34 
生物多様性の観点から重要度の高い湿地 

[重要湿地] 
平成 28 年 4 月 環境省自然環境局 
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① 哺乳類の概況 

調査区域において生息記録のある哺乳類として、コウベモグラ、ハタネズミ、カヤネ

ズミ、タヌキ等を含む 10 科 17 種が確認されています。 

 

② 鳥類の概況 

調査区域において生息記録のある鳥類として、ミサゴやオオタカ等の猛禽類をはじめ、

カイツブリ、チュウサギ、セッカ、ホオジロ等を含む 52 科 187 種が確認されています。 

 

③ 爬虫類の概況 

調査区域において生息記録のある爬虫類として、クサガメ、ニホンスッポン、ニホン

ヒガシトカゲ、アオダイショウ等を含む 7 科 8 種が確認されています。 

 

④ 両生類の概況 

調査区域において生息記録のある両生類として、ヤマトサンショウウオ、ナゴヤダル

マガエル、ヌマガエル等を含む 6 科 10 種が確認されています。 

 

⑤ 魚類の概況 

調査区域において生息記録のある魚類として、コイ、オイカワ、モツゴ、ドジョウ、

ドンコ、トウカイヨシノボリ等を含む 15 科 46 種が確認されています。  

 

⑥ 昆虫類の概況 

調査区域において生息記録のある昆虫類として、ベニイトトンボ、アオヤンマ、シオ

カラトンボ、アキアカネ等を含む 136 科 579 種が確認されています。 

 

⑦ 底生動物の概況 

調査区域において生息記録のある底生動物として、クロダカワニナ、サカマキガイ、

スジエビ等を含む 26 科 37 種が確認されています。 

 

⑧ 陸産貝類の概況 

調査区域において生息記録のある陸産貝類として、ナミコギセルガイ、トクサオカチ

ョウジガイ、コハクガイ、ヒラマイマイ等を含む 9 科 28 種が確認されています。 
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（2） 動物の重要な種及び注目すべき生息地の状況 

① 哺乳類 

調査区域において確認記録のある 6 目 10 科 17 種の哺乳類について、重要な動物種の

選定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種はハタネズミ、カヤネズミ等の 2 目 3 科 4 種で、表 4-1-32 に示すとおりで

す。 

 

表 4-1-32 重要な哺乳類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

1 ｳｻｷﾞ ｳｻｷﾞ ﾉｳｻｷﾞ      NT  

2 ﾈｽﾞﾐ ﾘｽ ﾆﾎﾝﾘｽ      NT  

3  ﾈｽﾞﾐ ﾊﾀﾈｽﾞﾐ      NT  

4   ｶﾔﾈｽﾞﾐ      VU NT 

合計 2 目 3 科 4 種 0 種 0 種 0 種 0 種 0 種 4 種 1 種

注1）分類、配列などは基本的に「令和元年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和元年、

国土交通省）に準拠した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 

Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・国内希

少野生動植物 

Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 

Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少

野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−」
（平成22年8月、岐阜県）」 

NT：準絶滅危惧 
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② 鳥類 

調査区域において確認記録のある 21 目 52 科 187 種の鳥類について、重要な動物種の

選定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種はカイツブリ、オオタカ等の 13 目 25 科 50 種で、表 4-1-33(1)～(2)に示す

とおりです。 

 

表 4-1-33(1) 重要な鳥類 

No 目名 科名 種名 

選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅵ 

Ⅶ 
越冬 繁殖 通過 

1 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞﾝ 天然    NT     

2     ｵｼﾄﾞﾘ     DD  NT  NT 

3     ﾄﾓｴｶﾞﾓ     VU VU    

4     ｶﾜｱｲｻ      NT    

5 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ         NT 

6     ｱｶｴﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ      EN    

7 ﾊﾄ ﾊﾄ ｱｵﾊﾞﾄ         DD 

8 ﾍﾟﾘｶﾝ ｻｷﾞ ﾖｼｺﾞｲ     NT  CR CR VU 

9    ﾁｭｳｻｷﾞ     NT     

10 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ      NT    

11   ﾋｸｲﾅ     NT  NT NT VU 

12   ﾊﾞﾝ      NT VU   

13 ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ ﾂﾂﾄﾞﾘ       VU NT  

14     ｶｯｺｳ       VU NT  

15 ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ     NT  EN VU NT 

16 ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｹﾘ     DD     

17    ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ      NT VU   

18    ｼﾛﾁﾄﾞﾘ     VU VU VU  NT 

19  ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｾｲﾀｶｼｷﾞ     VU VU EN   

20  ｼｷﾞ ﾔﾏｼｷﾞ      NT    

21    ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ     VU   EN  

22    ﾊﾏｼｷﾞ     NT VU    

23  ﾀﾏｼｷﾞ ﾀﾏｼｷﾞ     VU  EN EN NT 

24  ｶﾓﾒ ｽﾞｸﾞﾛｶﾓﾒ     VU VU    

25    ｺｱｼﾞｻｼ     VU  EN VU VU 

26 ﾀｶ ﾐｻｺﾞ ﾐｻｺﾞ     NT  NT   

27  ﾀｶ ﾊﾁｸﾏ     NT  VU NT NT 

28   ﾁｭｳﾋ  国内   EN VU CR   

29   ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ      EN    

30   ﾂﾐ       NT  DD 

31   ﾊｲﾀｶ     NT    NT 

32   ｵｵﾀｶ     NT NT NT  NT 

33   ｻｼﾊﾞ     VU  EN NT NT 

34 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ      NT NT  NT 

35     ｱｵﾊﾞｽﾞｸ       EN VU NT 
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表 4-1-33(2) 重要な鳥類 

No 目名 科名 種名 

選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅵ 

Ⅶ 
越冬 繁殖 通過 

36 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ﾔﾏｾﾐ      EN CR  NT 

37   ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ     EN  EN VU CR+EN

38 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ  国内   VU NT VU  NT 

39 ｽｽﾞﾒ ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ     VU    NT 

40   ｶｻｻｷﾞﾋﾀｷ ｻﾝｺｳﾁｮｳ         NT 

41   ﾓｽﾞ ﾁｺﾞﾓｽﾞ     CR    CR+EN

42   ﾑｼｸｲ ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ         NT 

43   ﾋﾀｷ ﾏﾐｼﾞﾛ       EX NT DD 

44     ﾄﾗﾂｸﾞﾐ         DD 

45     ｱｶﾊﾗ       CR   

46     ｺﾙﾘ       NT   

47    ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ       NT  NT 

48   ｾｷﾚｲ ﾋﾞﾝｽﾞｲ       EX   

49   ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｱｶ       CR  NT 

50     ｸﾛｼﾞ         DD 

合

計 
13 目 25 科 50 種 1 種 2 種 0 種 0 種 25 種 17 種 29 種 13 種 28 種

注1）分類、配列などは基本的に「令和元年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和元年、

国土交通省）に準拠した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 

天然：国指定天然記念物 

Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・国内希

少野生動植物 

国内：国内希少野生動植物 

Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 

Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少

野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 

CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 

EX：絶滅、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−」
（平成22年、岐阜県）」 

CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 
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③ 爬虫類 

調査区域において確認記録のある 2 目 7 科 8 種の爬虫類について、重要な動物種の選

定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種はクサガメ及びニホンスッポンの 1 目 2 科 2 種で、表 4-1-34 に示すとおり

です。 

 

表 4-1-34 重要な爬虫類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

1 ｶﾒ ｲｼｶﾞﾒ ｸｻｶﾞﾒ       DD 

2   ｽｯﾎﾟﾝ ﾆﾎﾝｽｯﾎﾟﾝ     DD DD DD 

合

計 
1 目 2 科 2 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 1 種 2 種

注1）分類、配列などは基本的に「令和元年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和元年、

国土交通省）に準拠した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 

Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・国内希

少野生動植物 

Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 

Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少

野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 

DD：情報不足 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 

DD：情報不足 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−」
（平成22年、岐阜県）」 

DD：情報不足 
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④ 両生類 

調査区域において確認記録のある 2 目 6 科 10 種の両生類について、重要な動物種の

選定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種はヤマトサンショウウオ、ニホンアカガエル等の 2 目 3 科 5 種で、表 4-1-35

に示すとおりです。 

 

表 4-1-35 重要な両生類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

1 有尾 ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾔﾏﾄｻﾝｼｮｳｳｵ     VU EN CR+EN

2   ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ 特天    VU EN VU 

3 無尾 ｱｶｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ       NT 

4     ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ     NT   

5     ﾅｺﾞﾔﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ     EN  VU 

合

計 
2 目 3 科 5 種 1 種 0 種 0 種 0 種 4 種 2 種 4 種

注1）分類、配列などは基本的に「令和元年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和元年、

国土交通省）に準拠した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 

特天：国指定特別天然記念物 

Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・国内希

少野生動植物 

Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 

Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少

野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 

EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 

EN：絶滅危惧 IB 類 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−」
（平成22年、岐阜県）」 

CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 
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⑤ 魚類 

調査区域において確認記録のある 8 目 15 科 46 種の魚類について、重要な動物種の選

定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種は、アブラボテ、ドンコ等の 6 目 9 科 24 種で表 4-1-36 に示すとおりです。 
 

表 4-1-36 重要な魚類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

1 ｳﾅｷﾞ ｳﾅｷﾞ ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ     EN EN  

2 ｺｲ ｺｲ ｺｲ      DD  

3   ﾔﾘﾀﾅｺﾞ     NT CR NT 

4   ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ     NT DD NT 

5   ｲﾁﾓﾝｼﾞﾀﾅｺﾞ     CR DD  

6   ｲﾀｾﾝﾊﾟﾗ 天然 国内   CR CR CR+EN

7   ｼﾛﾋﾚﾀﾋﾞﾗ     EN DD CR+EN

8   ﾇﾏﾑﾂ        NT 

9   ｶﾜﾋｶﾞｲ     NT CR  

10   ｾﾞｾﾞﾗ     VU NT  

11   ﾂﾁﾌｷ     EN   DD 

12   ｲﾄﾓﾛｺ       NT NT 

13   ﾃﾞﾒﾓﾛｺ     VU CR CR+EN

14   ｽｺﾞﾓﾛｺ     VU   

15  ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾄﾞｼﾞｮｳ     NT VU  

16   ﾆｼｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ       VU  

17  ﾌｸﾄﾞｼﾞｮｳ ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ     EN EN NT 

18 ｻｹ ｻｹ ｻﾂｷﾏｽ(ｱﾏｺﾞ)     NT DD NT 

19 ﾀﾞﾂ ﾒﾀﾞｶ ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ     VU NT  

20 ｶｻｺﾞ ｶｼﾞｶ ｶﾏｷﾘ     VU EN VU 

21 ｽｽﾞｷ ﾄﾞﾝｺ ﾄﾞﾝｺ       EN NT 

22  ﾊｾﾞ ﾏﾊｾﾞ         NT 

23   ﾁﾁﾌﾞ         NT 

24   ﾄｳｶｲﾖｼﾉﾎﾞﾘ     NT CR NT 

合計 6 目 9 科 24 種 1 種 1 種 0 種 0 種 17 種 19 種 15 種

注1）分類、配列などは基本的に「令和元年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和元年、
国土交通省）に準拠した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 

天然：国指定天然記念物 

Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・国内希
少野生動植物 

国内：国内希少野生動植物 

Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 

Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少
野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 

CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 

CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−」
（平成22年、岐阜県）」 

CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足  
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⑥ 昆虫類 

調査区域において確認記録のある 15 目 136 科 579 種の昆虫類について、重要な動物

種の選定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種は、ベニイトトンボ、グンバイトンボ、ナゴヤサナエ、タガメ、ツマグロキ

チョウ、クロマダラタマムシ等の 5 目 27 科 40 種で、表 4-1-37(1)～(2)に示すとおり

です。 

 

表 4-1-37(1) 重要な昆虫類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

1 ﾄﾝﾎﾞ ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｺﾊﾞﾈｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ     EN CR CR+EN

2   ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾍﾞﾆｲﾄﾄﾝﾎﾞ     NT VU VU 

3     ﾑｽｼﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ         NT 

4  ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ ｸﾞﾝﾊﾞｲﾄﾝﾎﾞ     NT EN NT 

5   ﾔﾝﾏ ﾈｱｶﾖｼﾔﾝﾏ     NT NT DD 

6     ｱｵﾔﾝﾏ     NT EN VU 

7     ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ         DD 

8   ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ｷｲﾛｻﾅｴ     NT NT   

9     ﾎﾝｻﾅｴ         NT 

10     ﾅｺﾞﾔｻﾅｴ     VU NT NT 

11   ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ ﾄﾗﾌﾄﾝﾎﾞ       NT NT 

12   ﾄﾝﾎﾞ ﾍﾞｯｺｳﾄﾝﾎﾞ  国内   CR CR CR+EN

13     ｷﾄﾝﾎﾞ       EN   

14     ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ       NT   

15     ﾏｲｺｱｶﾈ         NT 

16 ｶﾒﾑｼ ｺｵｲﾑｼ ﾀｶﾞﾒ     VU EN VU 

17  ｺﾊﾞﾝﾑｼ ｺﾊﾞﾝﾑｼ     EN CR   

18 ﾁｮｳ ﾎﾞｸﾄｳｶﾞ ﾊｲｲﾛﾎﾞｸﾄｳ     NT   DD 

19   ｾｾﾘﾁｮｳ ﾐﾔﾏﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ       EN NT 

20   ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｳﾗｸﾛｼｼﾞﾐ       VU   

21   ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｷﾞﾌﾁｮｳ     VU VU NT 

22   ｼﾛﾁｮｳ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ     EN NT VU 

23   ﾂﾄｶﾞ ｺﾞﾏﾌﾂﾄｶﾞ     NT   DD 

24   ｼｬｸｶﾞ ｸﾜﾄｹﾞｴﾀﾞｼｬｸ     NT   DD 

25 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ     NT VU VU 

26   ﾊﾝﾐｮｳ ﾎｿﾊﾝﾐｮｳ     VU EN VU 

27   ﾑｶｼｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｷﾞﾌﾑｶｼｹﾞﾝｺﾞﾛｳ     EN   CR+EN

28   ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ ｵｵｸﾜｶﾞﾀ     VU CR VU 

29   ｺｶﾞﾈﾑｼ ｱｶﾏﾀﾞﾗﾊﾅﾑｸﾞﾘ     DD NT   

30     ｸﾛﾓﾝﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ     NT EN CR+EN

31     ﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ       EX CR+EN

32   ﾀﾏﾑｼ ｸﾛﾏﾀﾞﾗﾀﾏﾑｼ       VU   

33   ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾖﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ     EN EN DD 
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表 4-1-37(2) 重要な昆虫類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

34 ﾊﾁ ｾｲﾎﾞｳ ｵｵｾｲﾎﾞｳ     DD   

35   ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ     DD   

36     ﾓﾝｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ     DD   

37   ｱﾅﾊﾞﾁ ｷｺﾞｼｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ       NT  

38   ﾊｷﾘﾊﾞﾁ ｷﾇｹﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ       NT  

39     ｸｽﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ     DD   

40     ﾏｲﾏｲﾂﾂﾊﾅﾊﾞﾁ     DD   

合

計 
5 目 27 科 40 種 0 種 1 種 0 種 0 種 27 種 27 種 26 種 

注1）分類、配列などは基本的に「令和元年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和元年、
国土交通省）に準拠した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 

Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・国内希

少野生動植物 

国内：国内希少野生動植物 

Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 

Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少

野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 

CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 

EX：絶滅、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−」
（平成22年、岐阜県）」 

CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

  



4-1-50 

 

⑦ 底生動物 

調査区域において確認記録のある 12 目 26 科 37 種の底生動物について、重要な動物

種の選定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種は、マルタニシ、シマゲンゴロウ等の 5 目 9 科 16 種で表 4-1-38 に示すとお

りです。 

 

表 4-1-38 重要な底生動物 

No 目名 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

1 新生腹足 ﾀﾆｼ ﾏﾙﾀﾆｼ     VU NT NT 

2   ｶﾜﾆﾅ ｸﾛﾀﾞｶﾜﾆﾅ     NT NT NT 

3 汎有肺 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ     NT DD   

4   ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ ｶﾜﾈｼﾞｶﾞｲ     CR EX CR＋EN

5     ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ     DD NT   

6     ﾋﾒﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ     EN     

7 ｲｼｶﾞｲ ｶﾜｼﾝｼﾞｭｶﾞｲ ｶﾜｼﾝｼﾞｭｶﾞｲ     EN   VU 

8   ｲｼｶﾞｲ ｶﾗｽｶﾞｲ     NT DD DD 

9     ﾄﾝｶﾞﾘｻｻﾉﾊｶﾞｲ     NT CR VU 

10     ﾀｶﾞｲ       NT   

11 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｼﾞﾐ ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ     NT     

12     ﾏｼｼﾞﾐ     VU VU NT 

13 
ｺｳﾁｭｳ 

(鞘翅) 
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｸﾛｹﾞﾝｺﾞﾛｳ     NT VU   

14     ｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ     NT NT   

15   ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾑｼ     DD     

16     ｶﾞﾑｼ     NT VU   

合

計 
5 目 9 科 16 種 0 種 0 種 0 種 0 種 15 種 12 種 7 種 

注1）分類、配列などは基本的に「令和元年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和元年、
国土交通省）に準拠した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 

Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・国内希

少野生動植物 

Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 

Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少

野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 

CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 

EX：絶滅、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、 

DD：情報不足 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−」
（平成22年、岐阜県）」 

CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 
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⑧ 陸産貝類 

調査区域において確認記録のある 1 目 9 科 28 種の陸産貝類について、重要な動物種

の選定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種は、ナガオカモノアラガイの 1 目 1 科 1 種で、表 4-1-39 に示すとおりです。 

 

表 4-1-39 重要な陸産貝類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

1 ﾏｲﾏｲ(柄眼) ｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ﾅｶﾞｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ     NT NT  

合

計 
1 目 1 科 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 1 種 0 種

注1）分類、配列などは基本的に「日本産野生生物目録（無脊椎動物編Ⅲ）」（平成10年、環境庁）に準拠
した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 

Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・国内希

少野生動植物 

Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 

Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少

野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 

NT：準絶滅危惧 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 

NT：準絶滅危惧 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（動物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（動物編）改訂版−」
（平成22年、岐阜県）」 

 

  



4-1-52 

⑨ 注目すべき生息地の状況 

文献によると、環境省がラムサール条約登録に向けた礎とすることや生物多様性の観

点から重要な湿地を保全することを目的として「生物多様性の観点から重要度の高い湿

地」（重要湿地）を制定しています。 

調査区域を含む市町において記録されている重要湿地は、表 4-1-40 及び図 4-1-20 に

示すとおりです。 

 

表 4-1-40 重要湿地の分布状況 

県 市町 湿地名 
生物 

分類群 

選定 

基準 

愛知県・ 

岐阜県 

愛知県一宮市、 

岐阜県各務原市など 

木曽三川合流域の河川・

水路・ため池群 
淡水魚類 Ⅱ 

注1）選定基準は以下のとおりである。 

Ⅰ.湿原・塩性湿地、河川・湖沼、干潟・砂浜・マングローブ湿地、藻場、さんご礁等の生態系のうち、

生物の生育・生息地として典型的又は相当の規模の面積を有している場合 

Ⅱ.希少種、固有種痘が生育・生息している場合 

Ⅲ.多様な生物相を有している場合（ただし、外来種を除く） 

Ⅳ.特定の種の個体群のうち、相当な割合の個体数が生育・生息する場合 

Ⅴ.生物の生活史の中で不可欠な地域（採餌場、繁殖場等）である場合 

注2）「市町」の欄には、当該湿地が分布する市町のうち調査区域内の市町（愛知県一宮市・稲沢市・岩

倉市、岐阜県各務原市・笠松町）のみ記載している。 

出典：生物多様性の観点から重要度の高い湿地[重要湿地]（平成28年4月、環境省自然環境局） 
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出典：岐阜県すぐれた自然図（昭和51年、環境庁） 

第2回自然環境保全基礎調査 愛知県動植物分布図（昭和56年、環境庁） 

第2回自然環境保全基礎調査 岐阜県動植物分布図（昭和56年、環境庁） 

生物多様性の観点から重要度の高い湿地（環境省ホームページ） 

 

 

図 4-1-20 注目すべき生息地位置図 
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2） 植物の生育及び植生の状況 

（1） 植物相の状況 

既存資料において、調査区域での確認記録がある植物はカワラサイコ、オオアブノメ、

フジバカマ、ミズオオバコ、ミズタカモジ、ナガエミクリ、アイズスゲ等の 129 科 782

種です。 

なお、植物の生育状況及び植生の状況の把握に用いた既存文献・資料は、表 4-1-41 に

示すとおりです。 

 

表 4-1-41 植物相及び植生の生息状況の把握に用いた文献・資料 

No 資料名 発行年 

（閲覧年月） 

発行元 

1 第 2 回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 昭和 56 年 環境庁 

2 サイエンスミュージアムネット （令和元年 1 月） 国立科学博物館 HP 

3 レッドデータブックあいち 2020-植物編- 令和 2 年 3 月 愛知県環境局 

4 愛知県史・別編・自然 平成 22 年 3 月 愛知県 

5 
稲沢市－動植物生息調査業務報告書－ 

（平成 23 年度～平成 27 年度） 
（平成 28 年 3 月）稲沢市 HP 

6 

岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（植物

編）改訂版-岐阜県レッドデータブック（植物

編）改訂版- 

（平成 26 年 3 月）岐阜県 HP 

7 植物からの SOS－愛知県の絶滅危惧植物－ 平成 8 年 6 月 
愛知県植物誌調査会

編集 

8 日本のシダ植物図鑑（1～7 巻） 
昭和 54 年 

～平成 6 年 

財団法人東京大学出

版会 

9 自然環境保全基礎調査 植生調査 （令和元年 1 月）
環境省自然環境局生

物多様性センターHP 

10 
第 2 回自然環境保全基礎調査 

日本の重要な植物群落の分布 
昭和 57 年 2 月 環境庁 

11 第 3 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 平成元年 環境庁 

12 
第 5 回自然環境保全基礎調査 

特定植物群落調査報告書 
平成 12 年 3 月 環境庁 

13 第 4 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図 平成 7 年 環境庁 

14 
第 6 回自然環境保全基礎調査 

巨樹・巨木林フォローアップ調査報告書 
平成 13 年 3 月 

環境省自然環境局生

物多様性センター 

15 一宮の文化財(文化財ガイドマップ) 平成 20 年 3 月 一宮市教育委員会 

16 稲沢の文化財 （令和元年 1 月） 稲沢市 HP 

17 各務原市の文化財 平成 27 年 3 月 各務原市教育委員会 
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（2） 植物の重要な種 

① 植物相 

調査区域において確認記録のある 129 科 782 種の植物種について、重要な植物種の選

定基準によって重要な種を選定しました。 

重要な種はタコノアシ、カワヂシャ等の 76 科 205 種で、表 4-1-42(1)～(5)に示すと

おりです。 

 

表 4-1-42(1) 重要な植物 

No 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

1 ﾐｽﾞﾆﾗ ﾐｽﾞﾆﾗ     NT NT CR+EN

2 ﾄｸｻ ｲﾇｽｷﾞﾅ      VU CR+EN

3 ﾊﾅﾔｽﾘ ｺﾊﾅﾔｽﾘ        CR+EN

4 ﾃﾞﾝｼﾞｿｳ ﾃﾞﾝｼﾞｿｳ     VU CR CR+EN

5 ｻﾝｼｮｳﾓ ｻﾝｼｮｳﾓ     VU CR CR+EN

6 ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ ﾊｺﾈｼﾀﾞ        VU 

7 ｼｼﾗﾝ ﾀｷﾐｼﾀﾞ     EN EN CR+EN

8 ｲﾉﾓﾄｿｳ ﾏﾂｻｶｼﾀﾞ       EN CR+EN

9 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ｶﾐｶﾞﾓｼﾀﾞ       EN NT 

10   ｵｸﾀﾏｼﾀﾞ     VU VU VU 

11   ｲﾁｮｳｼﾀﾞ     NT   CR+EN

12 ﾒｼﾀﾞ ﾐﾄﾞﾘﾜﾗﾋﾞ      CR  

13   ｳｽﾊﾞｼｹｼﾀﾞ     VU VU  

14 ｵｼﾀﾞ ｵﾜｾﾍﾞﾆｼﾀﾞ      VU VU 

15   ﾅｶﾞﾊﾞﾉｲﾀﾁｼﾀﾞ        VU 

16 ｳﾗﾎﾞｼ ｱｵﾈｶｽﾞﾗ         VU 

17 ｽｲﾚﾝ ｵﾆﾊﾞｽ     VU CR CR+EN

18   ｵｸﾞﾗｺｳﾎﾈ     VU CR CR+EN

19   ﾋﾒｺｳﾎﾈ     VU CR CR+EN

20   ﾋﾂｼﾞｸﾞｻ       NT 

21 ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ｵｵﾊﾞｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ      VU  

22 ﾓｸﾚﾝ ｼﾃﾞｺﾌﾞｼ     NT VU VU 

23 ｻﾄｲﾓ ｷｼﾀﾞﾏﾑｼｸﾞｻ      VU VU 

24 ｵﾓﾀﾞｶ ｱｷﾞﾅｼ     NT   

25 ﾄﾁｶｶﾞﾐ ﾔﾅｷﾞｽﾌﾞﾀ      NT VU 

26   ﾄﾁｶｶﾞﾐ     NT EN CR+EN

27  ﾋﾛﾊﾄﾘｹﾞﾓ     VU VU CR+EN

28   ｲﾄﾄﾘｹﾞﾓ     NT NT CR+EN

29   ｲﾊﾞﾗﾓ      CR CR+EN

30   ｵｵﾄﾘｹﾞﾓ      NT CR+EN

31   ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ     VU  CR+EN

32   ｺｳｶﾞｲﾓ      VU VU 

33 ﾋﾙﾑｼﾛ ｲﾄﾓ     NT NT VU 

34   ﾋﾙﾑｼﾛ      NT CR+EN

35   ｻｻﾊﾞﾓ      EN  

36 ｻｸﾗｲｿｳ ｻｸﾗｲｿｳ    指定 EN CR CR+EN
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表 4-1-42(2) 重要な植物 

No 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

37 ﾋﾅﾉｼｬｸｼﾞｮｳ ﾋﾅﾉｼｬｸｼﾞｮｳ      NT VU 

38  ｼﾛｼｬｸｼﾞｮｳ       CR+EN

39 ﾎﾝｺﾞｳｿｳ ﾎﾝｺﾞｳｿｳ     VU  CR+EN

40 ｼｭﾛｿｳ ﾐﾉｼﾗｲﾄｿｳ    指定 EN   CR+EN

41  ﾐｶﾜﾊﾞｲｹｲｿｳ     VU EN VU 

42  ﾐﾉｺﾊﾞｲﾓ     VU EN CR+EN

43 ﾕﾘ ｺｼﾉｺﾊﾞｲﾓ      CR VU 

44   ﾔﾏﾕﾘ        CR+EN

45 ﾗﾝ ﾋﾅﾗﾝ     EN EX CR+EN

46   ｲﾜﾁﾄﾞﾘ     EN EX CR+EN

47   ﾏﾒﾂﾞﾀﾗﾝ     NT  NT 

48   ﾑｷﾞﾗﾝ     NT  NT 

49   ｴﾋﾞﾈ     NT NT VU 

50   ﾅﾂｴﾋﾞﾈ     VU VU CR+EN

51   ｻﾙﾒﾝｴﾋﾞﾈ    指定 VU  CR+EN

52   ｷﾞﾝﾗﾝ       NT 

53   ｷﾝﾗﾝ     VU NT VU 

54  ﾓｲﾜﾗﾝ     CR  DD 

55  ﾏﾔﾗﾝ     VU  CR+EN

56  ｸﾏｶﾞｲｿｳ    指定 VU VU CR+EN

57  ﾂﾁｱｹﾋﾞ       NT 

58  ｾｯｺｸ    指定  NT CR+EN

59  ｶｷﾗﾝ       NT 

60  ﾏﾂﾗﾝ     VU EN VU 

61  ｱｷｻﾞｷﾔﾂｼﾛﾗﾝ      VU NT 

62  ｼｭｽﾗﾝ      VU CR+EN

63  ｵｵﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ      EN  

64  ﾑﾖｳﾗﾝ       CR+EN

65  ｴﾝｼｭｳﾑﾖｳﾗﾝ       VU 

66  ｷｲﾑﾖｳﾗﾝ       CR+EN

67  ｾｲﾀｶｽｽﾞﾑｼｿｳ       CR+EN

68  ｽｽﾞﾑｼｿｳ      CR CR+EN

69  ｻｷﾞｿｳ     NT VU CR+EN

70  ｲｲﾇﾏﾑｶｺﾞ     EN EN CR+EN

71  ﾊｼﾅｶﾞﾔﾏｻｷﾞｿｳ       CR+EN

72  ﾄｷｿｳ     NT EN CR+EN

73  ﾔﾏﾄｷｿｳ      VU CR+EN

74  ｳﾁｮｳﾗﾝ     VU EN CR+EN

75 ｱﾔﾒ ｶｷﾂﾊﾞﾀ     NT VU VU 

76 ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ ｷｼﾞｶｸｼ      EX VU 

77 ｶﾞﾏ ﾐｸﾘ     NT EN CR+EN

78   ﾔﾏﾄﾐｸﾘ     NT VU  

79   ﾅｶﾞｴﾐｸﾘ     NT   

80 ﾎｼｸｻ ｼﾗﾀﾏﾎｼｸｻ     VU VU VU 

81   ｸﾛﾎｼｸｻ     VU EN VU 

82 ｲｸﾞｻ ﾎｿｲ       NT 

  



4-1-57 

 

表 4-1-42(3) 重要な植物 

No 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

83 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾄﾀﾞｽｹﾞ     CR EX  

84   ｹﾀｶﾞﾈｿｳ       CR+EN

85   ｸﾛﾋﾅｽｹﾞ       VU 

86   ｱｲｽﾞｽｹﾞ      VU  

87   ｵｷﾅﾜｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ       NT 

88   ｵｵｱｵｽｹﾞ       VU 

89   ﾆｼﾉﾎﾝﾓﾝｼﾞｽｹﾞ      VU  

90   ﾋﾒｱｵｶﾞﾔﾂﾘ      CR  

91   ｵｵｼﾛｶﾞﾔﾂﾘ      VU NT 

92   ﾋﾒｶﾞﾔﾂﾘ      VU  

93   ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾃﾝﾂｷ      VU  

94  ﾄﾈﾃﾝﾂｷ     VU VU CR+EN

95  ﾏﾂｶｻｽｽｷ         VU 

96  ﾐｶﾜｼﾝｼﾞｭｶﾞﾔ     VU VU VU 

97  ｺｼﾝｼﾞｭｶﾞﾔ       VU NT 

98 ｲﾈ ﾋﾒｺﾇｶｸﾞｻ     NT   NT 

99  ﾋﾅｻﾞｻ     NT VU NT 

100  ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ     VU CR  

101   ﾇﾏｶｾﾞｸｻ         VU 

102   ｺｺﾞﾒｶｾﾞｸｻ       VU CR+EN

103  ｳﾝﾇｹ     VU NT CR+EN

104  ｳﾝﾇｹﾓﾄﾞｷ     NT VU VU 

105  ｾｲﾀｶﾖｼ        NT 

106  ｳｷｼﾊﾞ      NT  

107  ｼﾀﾞﾐｺｻﾞｻ      VU  

108 ﾏﾂﾓ ﾏﾂﾓ       NT 

109 ﾒｷﾞ ﾍﾋﾞﾉﾎﾞﾗｽﾞ      NT VU 

110 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ﾚﾝｹﾞｼｮｳﾏ       EN CR+EN

111   ｶｻﾞｸﾞﾙﾏ     NT EN VU 

112   ｻﾊﾞﾉｵ         CR+EN

113   ｽﾊﾏｿｳ       NT  

114   ｵｷﾅｸﾞｻ    指定 VU CR CR+EN

115 ﾎﾞﾀﾝ ﾔﾏｼｬｸﾔｸ     NT VU VU 

116 ｽｸﾞﾘ ﾔﾌﾞｻﾝｻﾞｼ      VU  

117 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ﾂﾒﾚﾝｹﾞ     NT NT NT 

118 ﾀｺﾉｱｼ ﾀｺﾉｱｼ     NT NT VU 

119 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｵｸﾞﾗﾉﾌｻﾓ     VU CR CR+EN

120   ﾀﾁﾓ     NT NT CR+EN

121 ﾏﾒ ｲﾇﾊｷﾞ     VU VU NT 

122   ﾏｷｴﾊｷﾞ       NT 

123   ﾂﾙﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ       NT 

124 ﾋﾒﾊｷﾞ ｶｷﾉﾊｸﾞｻ       VU 

125 ｲﾗｸｻ ﾐﾔｺﾐｽﾞ      CR CR+EN

126 ﾊﾞﾗ ｶﾜﾗｻｲｺ      VU NT 

127  ﾏﾒﾅｼ     EN CR CR+EN

128  ﾐﾔﾏﾜﾚﾓｺｳ       EN NT 

  



4-1-58 

 

表 4-1-42(4) 重要な植物 

No 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

129 ﾌﾞﾅ ｼﾘﾌﾞｶｶﾞｼ       VU DD 

130   ｸﾇｷﾞ         DD 

131   ﾌﾓﾄﾐｽﾞﾅﾗ         NT 

132 ｶﾊﾞﾉｷ ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷ     NT   NT 

133 ｳﾘ ｺﾞｷﾂﾞﾙ       NT 

134 ﾔﾅｷﾞ ｷﾇﾔﾅｷﾞ       NT  

135 ﾐｿﾊｷﾞ ﾐｽﾞｽｷﾞﾅ     CR EX  

136  ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ     VU    

137  ﾋﾒﾋﾞｼ     VU EN CR+EN

138  ｺｵﾆﾋﾞｼ         CR+EN

139 ｱｶﾊﾞﾅ ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ     NT    

140   ﾐｽﾞﾕｷﾉｼﾀ         NT 

141 ｱﾌﾞﾗﾅ ﾐｽﾞﾀｶﾞﾗｼ      NT  

142   ﾏﾙﾊﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ      VU  

143   ｺｲﾇｶﾞﾗｼ     NT  CR+EN

144 ﾔﾄﾞﾘｷﾞ ﾏﾂｸﾞﾐ         NT 

145 ﾀﾃﾞ ﾅｶﾞﾊﾞﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ     NT NT NT 

146   ｻﾃﾞｸｻ         NT 

147   ﾎｿﾊﾞﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ         NT 

148  ｳﾅｷﾞﾂｶﾐ         NT 

149   ﾇｶﾎﾞﾀﾃﾞ     VU VU NT 

150   ﾎｿﾊﾞｲﾇﾀﾃﾞ     NT VU NT 

151   ｺｷﾞｼｷﾞｼ     VU   VU 

152   ﾉﾀﾞｲｵｳ     VU CR CR+EN

153 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ ｲｼﾓﾁｿｳ     NT EN VU 

154   ﾄｳｶｲｺﾓｳｾﾝｺﾞｹ       NT 

155 ﾅﾃﾞｼｺ ﾋﾞﾗﾝｼﾞ         CR+EN

156 ﾋﾕ ｶﾜﾗｱｶｻﾞ       NT  

157 ｱｼﾞｻｲ ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ      EN  

158 ｻｸﾗｿｳ ｶﾗﾀﾁﾊﾞﾅ         NT 

159 ｲﾜｳﾒ ﾅﾝｶｲﾋﾒｲﾜｶｶﾞﾐ         VU 

160 ｱｶﾈ ｼﾞｭｽﾞﾈﾉｷ         CR+EN

161   ｷｸﾑｸﾞﾗ       NT  

162 ﾘﾝﾄﾞｳ ｺｹﾘﾝﾄﾞｳ       VU CR+EN

163   ｲﾇｾﾝﾌﾞﾘ     VU NT CR+EN

164 ﾏﾁﾝ ｱｲﾅｴ         VU 

165 ｷｮｳﾁｸﾄｳ ｽｽﾞｻｲｺ     NT   NT 

166 ﾋﾙｶﾞｵ ﾏﾒﾀﾞｵｼ     CR EX DD 

167 ﾑﾗｻｷ ﾎﾀﾙｶｽﾞﾗ       EN NT 

168 ｵｵﾊﾞｺ ｵｵｱﾌﾞﾉﾒ     VU VU VU 

169  ｼｿｸｻ        NT 

170  ｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ     VU  VU 

171  ｶﾜﾁﾞｼｬ     NT   

172 ｱｾﾞﾅ ﾋﾛﾊｽｽﾞﾒﾉﾄｳｶﾞﾗｼ      EN  
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表 4-1-42(5) 重要な植物 

No 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 

173 ｼｿ ｹﾌﾞｶﾂﾙｶｺｿｳ       EN  

174  ｼﾓﾊﾞｼﾗ         CR+EN

175   ｼﾛﾈ       NT  

176  ﾐｽﾞﾈｺﾉｵ     NT VU CR+EN

177  ﾐｽﾞﾄﾗﾉｵ     VU VU CR+EN

178  ｼﾏｼﾞﾀﾑﾗｿｳ     VU NT  

179  ﾐｿﾞｺｳｼﾞｭ     NT    

180  ﾋﾒﾅﾐｷ      NT NT 

181  ﾎﾅｶﾞﾀﾂﾅﾐｿｳ        NT 

182 ﾊｴﾄﾞｸｿｳ ｽｽﾞﾒﾉﾊｺﾍﾞ     VU NT  

183 ﾀﾇｷﾓ ｲｲﾀｶﾑｼﾄﾘｽﾐﾚ       CR+EN

184  ｲﾇﾀﾇｷﾓ     NT  CR+EN

185  ﾌｻﾀﾇｷﾓ     EN EX  

186  ｺﾀﾇｷﾓ       EX  

187  ﾋﾒﾀﾇｷﾓ     NT EN CR+EN

188  ﾑﾗｻｷﾐﾐｶｷｸﾞｻ     NT NT  

189 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ       NT  

190 ｷｷｮｳ ｷｷｮｳ     VU VU NT 

191 ﾐﾂｶﾞｼﾜ ﾋﾒｼﾛｱｻｻﾞ     VU EN CR+EN

192   ｶﾞｶﾞﾌﾞﾀ     NT NT CR+EN

193   ｱｻｻﾞ     NT EN CR+EN

194 ｷｸ ﾑﾗｻｷﾄｷﾝｿｳ      NT  

195  ｼﾛﾊﾞﾅﾀｶｱｻﾞﾐ      EN  

196   ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ     NT EN NT 

197   ｽｲﾗﾝ       NT 

198   ﾐｽﾞｷﾞｸ      NT NT 

199   ｶｾﾝｿｳ      EN VU 

200   ﾀｶｻｺﾞｿｳ     VU  CR+EN

201   ｶﾜﾗﾆｶﾞﾅ     NT  CR+EN

202   ｵｶｵｸﾞﾙﾏ       VU 

203 ｾﾘ ｷｿｶﾞﾜｼｼｳﾄﾞ       CR VU 

204   ｴｷｻｲｾﾞﾘ     NT CR  

205 ｽｲｶｽﾞﾗ ｵﾐﾅｴｼ       NT 

合計 76 科 205 種 0 種 0 種 0 種 6 種 96 種 131 種 163 種

注1）分類、配列などは基本的に「令和元年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和元年、
国土交通省）に準拠した。 

注2）重要な種の選定基準は以下のとおりである。 
Ⅰ.「文化財保護法」（昭和25年 法律第214号）等に基づく天然記念物 
Ⅱ.「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年 法律第75号）に基づく国際・

国内希少野生動植物 
Ⅲ.「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」（平成22年、愛知県）に基づく指定希少野生動植物種 
Ⅳ.「岐阜県希少野生生物保護条例に基づく指定希少野生生物」（平成15年、岐阜県）に基づく指定希少

野生動植物種 
指定：指定希少野生動植物種 

Ⅴ.「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日、環境省報道発表資料）掲載種 
CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 

Ⅵ.「レッドリストあいち2020」(令和2年3月、愛知県)掲載種 
EX：絶滅、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 

Ⅶ.「岐阜県の絶滅のおそれのある野生生物（植物編）改訂版−岐阜県レッドデータブック（植物編）改
訂版−」（平成26年3月、岐阜県）」 
CR+EN：絶滅危惧 I 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足  
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② 植生 

環境省が実施した「第 6 回自然環境保全基礎調査」及び「第 7 回自然環境保全基礎調

査」に基づく植生図は図 4-1-21 に示すとおりです。 

事業実施区域周辺の市街地においては、一宮市街・稲沢市街を中心とする市街地及び

全域に広がる緑の多い住宅地、畑雑草群落、水田雑草群落が大半を占めており、樹木の

群落を示す植生区分はわずかに点在する程度です。一方、北側を流れる木曽川周辺には

竹林、ヤナギ高木群落、ヤナギ低木群落、ムクノキ－エノキ群集、オギ群集、ツルヨシ

群集をはじめとした植生が分布しており、周辺地域に比べて自然度の高い状況となって

います。 
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出典：第6回・第7回自然環境保全基礎調査 植生調査（環境省生物多様性センター） 

1/25,000植生図「愛知県」「岐阜県」GIS データ(環境省生物多様性センター)を使用し、株式会社長大が作成・加工したものである。 

 

 

図 4-1-21 植生図 
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③ 重要な植物群落等 

a） 特定植物群落 

調査区域においては、特定植物群落として、表 4-1-43 及び図 4-1-22 に示すとおり、

「川島付近のネコヤナギ群落」が存在します。 

 

表 4-1-43 特定植物群落 

県 市 名称 
選定

基準
相観区分 

面積 

(ha) 

岐阜県 各務原市 川島付近のネコヤナギ群落 D 暖温帯夏緑広葉低木林 2.00 

注）選定基準は以下のとおりである。 

A：原生林もしくはそれに近い自然林 

B：国内若干地域に分布するが、極めて稀な植物群落又は個体群 

C：比較的普通に見られるものであっても、南限、北限、隔離分布等分布限界になる産地に見られる

植物群落又は個体群 

D：砂丘、断崖地、塩沼地、湖沼、河川、湿地、高山、石灰岩地等の特殊な立地に特有な植物群落又

は個体群で、その群落の特徴が典型的なもの 

E：郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的なもの 

F：過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林であっても、長期にわたって伐採等の手

が入っていないもの 

G：乱獲その他の人為の影響によって、当該都道府県内で極端に少なくなるおそれのある植物群落

又は個体群 

H：その他、学術上重要な植物群落又は個体群 

出典：第2回自然環境保全基礎調査 日本の重要な植物群落の分布（昭和57年、環境庁） 
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出典：第2回自然環境保全基礎調査 日本の重要な植物群落の分布（昭和57年、環境庁） 

 

 

図 4-1-22 特定植物群落 
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b） 巨樹巨木林 

調査区域においては、巨樹巨木林として、表 4-1-44(1)～(2)及び図 4-1-23 に示すと

おり、愛知県 43 件、岐阜県 2 件、合計 45 件が存在します。 

事業実施区域においては、5 件の巨樹巨木林が存在します。 

 

表 4-1-44(1) 巨樹・巨木林 

No 県名 名称 樹種 所在地 
幹周 

(cm) 

樹高

（m）

1 

愛知県 

常保寺 イチョウ 
一宮市大字浅野字山王 4 

300 20 

2  イチョウ 360 20 

3 浅野公園 クスノキ 

一宮市浅野八剱 67-1 

340 15 

4  クスノキ 340 15 

5  クスノキ 325 15 

6 蓮浄寺 クスノキ 一宮市浅野八剱 67 330 15 

7 － － 一宮市丹陽町伝法寺 4737 － － 

8 天満宮 
イチョウ 

一宮市丹陽町伝法寺下元屋敷 
310 20 

ケヤキ 410 20 

9 遊園地 エノキ 
一宮市丹陽町九日市場宮浦 1350 

305 15 

10  エノキ 305 15 

11 
佐 野 鎮 夫 氏

宅 

ケヤキ 
一宮市丹陽町重吉南屋敷 

340 20 

ケヤキ 410 20 

12 無名の神社 クスノキ 
一宮市大和町氏永小松山 18 

320 22 

13  クスノキ 320 22 

14 三十八所社 クスノキ 

一宮市大和町妙興寺三十八社 

335 23 

15  クスノキ 320 20 

16  クスノキ 380 23 

17  クスノキ 370 20 

18 八幡神社 クスノキ 
一宮市南小渕 2630 

380 24 

19  イチョウ 320 20 

20 浅野公園 クスノキ 
一宮市北小渕南切 1355 

300 15 

21  クスノキ 410 24 

22 
地蔵寺 

イチイガシ 
一宮市本町通 8 丁目 23 

380 20 

23 イチイガシ 380 20 

24 酒見神社 クスノキ 一宮市今伊勢町本神戸字宮山 

1476 

340 20 

25  クスノキ 340 20 

26 野見神社 スダジイ 
一宮市今伊勢町宮後稲荷 1929 

400 20 

27  スダジイ  420 20 

28 大津氏宅 イチョウ 
一宮市佐千原屋敷 63 

420 20 

29  クスノキ  430 15 

38 
兼松成之宅 

クロガネモチ 
一宮市島村上深田 47 

325 18 

39 クロガネモチ 300 18 

30 神明社 クスノキ 
一宮市浅井町西浅井神明 

450 20 

31  クスノキ 490 20 
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表 4-1-44(2) 巨樹・巨木林 

No 県名 名称 樹種 所在地 
幹周 

(cm) 

樹高

（m）

32 

愛知県 

愛宕社 
クスノキ 

一宮市浅井町西海戸形人 

630 20 

クスノキ 285 20 

33  クスノキ  285 20 

34 神明社 クスノキ 

一宮市浅井町江森東之森 

310 20 

35  クスノキ 310 22 

36  クスノキ 350 20 

37  クスノキ 350 22 

40 妙光寺 スダジイ 
一宮市笹野字宮西 1260 

320 15 

41  スダジイ 400 15 

42 － スギ － 400 6 

43 坂折社 クスノキ 岩倉市 300 10 

44 
岐阜県 

北山町 クスノキ 各務原市川島北山町 310 23.4

45 松原町 イチョウ 各務原市川島松原町 229 320 21.6

出典：自然環境調査 Web-GIS 巨樹・巨木林（環境省自然環境局生物多様性センターホームページ） 
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出典：第4回自然環境保全基礎調査 巨樹・巨木林（環境省生物多様性センター） 

自然環境調査 Web-GIS 巨樹・巨木林（環境省自然環境局生物多様性センターホームページ） 

 

 

図 4-1-23 巨樹巨木林位置図 
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c） 天然記念物 

調査区域においては、天然記念物として、表 4-1-45 及び図 4-1-24 に示すとおり、愛

知県 19 件、岐阜県 2 件、合計 21 件が存在します。 

事業実施区域においては、1 件の天然記念物が存在します。 

 

表 4-1-45 植物に係る天然記念物 

No 県 市 
指

定 
名称 所在地 指定年月日

1 

愛

知

県 

一宮市 

国 木曽川堤（サクラ） 一宮市北方町～江南市 S 2.8.11

2 

市 

常保寺のイチョウ 浅野字山王 4 S57.3.1 

3 九日市場のシャシャンボ 丹陽町九日市場字寺屋敷 3764 S61.2.3 

4 重吉のケヤキ 丹陽町重吉 S56.3.2 

5 あずらのクスノキ あずら H13.8.21

6 妙興寺のスダジイ 大和町妙興寺 2438 H1.3.22 

7 地蔵寺のイチイガシ 本町通 8-23 S44.3.4 

8 慶圓寺のカイヅカイブキ 一宮市千秋町佐野字本郷 3130 S56.3.2 

9 宅美神社のヒトツバタゴ 西大海道字中山 53 H9.3.21 

10 浄蓮寺のクスノキ 佐千原字屋敷 63 H2.12.4 

11 野見神社のスダジイ 今伊勢町宮後字稲荷 1929 S52.8.6 

12 長誓寺のカイヅカイブキ 浅井町東浅井 192 S49.11.8

13 長誓寺のシダレザクラ 浅井町東浅井 192 S49.11.8

14 長誓寺のヤマガキ 浅井町東浅井 192 H18.1.25

15 東浅井のトチノキ 浅井町東浅井 S54.2.8 

16 河端のドウダン群 浅井町河端 S36.7.12

17 島村のクロガネモチ 島村 S47.10.3

18 小寶神社社叢 一宮市浅井町尾関字同者 4 ほか S54.2.8 

19 稲沢市 市 ムクノキ 稲沢市下津ふじ塚町 H9.11.4 

20 岐

阜

県 

各務原

市 
市 

北山神明神社のクスノキ 川島北山町 1021 H18.3.15

21 松原神明神社のイチョウ 川島松原町 299-4 H18.3.15

出典：一宮の文化財(文化財ガイドマップ)（平成20年3月、一宮市教育委員会） 

稲沢の文化財（稲沢市ホームページ） 

各務原市の文化財（平成27年3月、各務原市教育委員会） 
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出典：一宮の文化財(文化財ガイドマップ)（平成20年3月、一宮市教育委員会） 

稲沢の文化財（稲沢市ホームページ） 

各務原市の文化財（平成27年3月、各務原市教育委員会） 

 

 

図 4-1-24 天然記念物位置図 
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3） 生態系の状況 

（1） 自然環境の類型化 

調査区域は、北側を流れる木曽川や南側を流れる日光川、庄内川等の沖積地となって

おり、平坦な地形が広がっています。 

木曽川周辺に成立する陸水域とそれ以外の陸域に着目し、植生や土地利用の現況を踏

まえた自然環境区分を表 4-1-46(1)～(2)のとおり類型化しました。自然環境類型区分

図を図 4-1-25 に示します。 

陸域は、緑の多い住宅地・公園・墓地等やその他の市街地・工場地帯が広く分布し、

水田や、果樹園・畑地も比較的多く分布しています。樹林地や人工林等は極めて少なく、

全体的に樹林の乏しい環境です。 

一方、陸水域は、木曽川沿いに河畔林がまとまって成立するため、樹林地・人工林が

目立つ傾向にあります。また、開放水域、草地や自然裸地などの環境も陸水域でみられ

ます。 

 

表 4-1-46(1) 自然環境の類型区分の概況 

No 類型区分 植生区分 

1 

陸域 

樹林地（人工林以外） 

アラカシ群落 

ヤブコウジ－スダジイ群集 

ムクノキ－エノキ群集 

シイ・カシ二次林 

ケネザサ－コナラ群集 

アカメガシワ－カラスザンショウ群落 

モチツツジ－アカマツ群集 

ネザサ群落 

2 人工林 

スギ・ヒノキ・サワラ植林 

その他植林 

竹林 

3 草地 

クズ群落 

ススキ群団（Ⅶ） 

路傍・空地雑草群落 

4 人工草地 ゴルフ場・芝地 

5 果樹園・畑地 

放棄畑雑草群落 

果樹園 

畑雑草群落 

6 水田 
水田雑草群落 

放棄水田雑草群落 

7 緑の多い住宅地・公園・墓地等

緑の多い住宅地 

残存・植栽樹群をもった公園、墓地等 

残存・植栽樹群地 

8 その他の市街地・工場地帯 

市街地 

工場地帯 

造成地 
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表 4-1-46(2) 自然環境の類型区分の概況 

No 類型区分 植生区分 

9 

陸水域 

（木曽川周

辺） 

樹林地（人工林以外） 

ムクノキ－エノキ群集 

ヤナギ高木群落（Ⅵ） 

ヤナギ低木群落（Ⅵ） 

ケネザサ－コナラ群集 

アカメガシワ－カラスザンショウ群落 

10 草地 

クズ群落 

ヨシクラス 

ツルヨシ群集 

オギ群集 

ヒルムシロクラス 

11 開放水域 開放水域 

12 自然裸地 自然裸地 
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出典：第6回・第7回自然環境保全基礎調査 植生調査（環境省生物多様性センター） 

1/25,000植生図「愛知県」「岐阜県」GIS データ(環境省生物多様性センター)を使用し、株式会社長大が作成・加工したものである。 

 

 

図 4-1-25 自然環境類型区分 
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（2） 注目種の候補の抽出 

自然環境の類型区分に従って選定した注目種は表 4-1-47 に示すとおりです。 

上位性の観点からは、「陸域」では、水田やその周辺に生息するシマヘビ、水田を採餌環境と

するサギ類を選定しました。 

「陸水域」では、樹林地を生息地とするオオタカ等猛禽類、河川で魚類を捕食するカワウを

選定しました。 

典型性の観点からは、樹林地・人工林、草地・人工草地・果樹園・畑地、水田、住宅地・市街

地を利用する典型的な種を考慮し、それぞれ選定しました。加えて、陸水域では、水域内を利

用する魚類を考慮して選定しました。 

特殊性の観点では、ワンドや高水敷のたまり等止水域を生息環境とするタナゴ類、大河川の

下流域を生息環境とするナゴヤサナエ、河川の砂礫地を利用するチドリ類・アジサシ類を選定

しました。 
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表 4-1-47 地域の注目種 

類型区分 上位性 典型性 特殊性 

陸

域 

樹林地 

（人工林以外） 

鳥 類：サギ類 

爬虫類：シマヘビ

鳥 類 ：コゲラ、メジロ 

昆虫類 ：アブラゼミ、タマムシ - 

人工林 

草地 鳥 類 ：ヒバリ、モズ 

爬虫類 ：ニホンカナヘビ 

昆虫類 ：マルカメムシ、ウリハムシ - 人工草地 

果樹園・畑地 

水田 

鳥 類 ：スズメ、ツバメ 

両生類 ：ニホンアマガエル、 

ヌマガエル 

昆虫類 ：コバネイナゴ、 

ツマグロヨコバイ 

底生動物：ヒメタニシ、サカマキガイ 

- 

緑の多い 

住宅地・ 

公園・墓地等 

哺乳類 ：アブラコウモリ 

鳥 類 ：ヒヨドリ、ムクドリ、 

キジバト 

昆虫類 ：ヤマトシジミ、クマゼミ
- 

その他の 

市街地・ 

工場地帯 

陸

水

域 

樹林地 

（人工林以外） 

鳥 類： 

オオタカ等猛禽

類、カワウ、サギ類

爬虫類： 

アオダイショウ 

鳥 類 ：コゲラ、メジロ 

昆虫類 ：コムラサキ、ヤナギハムシ 
- 

草地 

鳥 類 ：オオヨシキリ、セッカ 

哺乳類 ：カヤネズミ 

昆虫類 ：ジュウサンホシテントウ

- 

開放水域 

鳥 類 ：カモ類、カイツブリ類、

カワセミ 

魚  類：ギンブナ、オイカワ、 

カワヨシノボリ 

昆虫類 ：アメンボ、 

ハイイロゲンゴロウ 

底生動物：ヒメタニシ、カワニナ 

昆虫類：ナゴヤサナエ

魚 類：タナゴ類 

（生息する可

能性が高い

場合） 

自然裸地 

鳥 類 ：シギ・チドリ類、 

セキレイ類 

昆虫類 ：コハンミョウ、 

クルマバッタモドキ 

鳥 類：チドリ、 

アジサシ類

の繁殖地 

 




